
テーマ 点ではなく線で診るType2炎症疾患
ーデュピルマブが拓く長期コントロールの新常識ー
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「病態から考える水疱性類天疱瘡治療の新時代
―ADEPT試験が示すデュピルマブの意義と適切な患者選択―」
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「アトピー性皮膚炎の病態と治療
―2型炎症、皮膚バリア機能障害とデュピルマブを中心に―」
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第90回日本皮膚科学会東部支部学術大会
スポンサードシンポジウム2

〒321-0969 栃木県宇都宮市宮みらい１-20
会場：ライトキューブ宇都宮 2階 「第2会場」（大会議室201）
日時：2026年11月29日（日）9:10～11:10
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